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【単元】地理的分野 Ｂ(2)世界の諸地域 ②ヨーロッパ州  
【授業者】藤原 上総 教諭 

 
【単元末の生徒の姿をイメージする】 
単元を構想する際のポイントは、本

単元で育成を目指す資質・能力を基
に、単元終了時で目指す生徒の姿を明
確にすることです。生徒が単元末にど
のような表現（発言内容やまとめの記
述など）ができるのかをイメージするこ
とで、単元全体の学習活動の方向性が
明確になり、一貫した指導につながりま
す。 

授業者も参加者も創る!!高まる!!広げる!! 
令和３年３月発行 

西 部教育事務所 

教材研究会  令和２年１０月７日（水） 
  

 ◆日本は地域統合すべきか否か？ヨーロッパ州を例に、「地域統合」がもたらす
成果と課題とは何か？ 

単元を貫く課題 

 

【学習過程を意識して単元を構想する】 
学習指導要領に示されている社会科

の学習過程である「課題把握」「課題追
究」「課題解決」の段階を意識して単元
を構想していくことが重要です。学習過
程に沿って学習活動を進めていくことに
より、生徒は見通しを持つことができ、
主体的に学習に取り組みやすくなりま
す。 

社会科授業づくり講座 

土佐清水市立清水中学校 

 

単元計画 

 
【働かせる見方・考え方を位置付ける】 
単元の各学習活動で働かせる見方・

考え方を明確にし、位置づけることが
重要です。見方・考え方を働かせること
を繰り返しながら、課題解決に向かって
いくことで、生徒の思考が深まっていき
ます。 

           

         
 

      

 

                   

講師の井上昌善先生（愛媛大学教育学部講師）からの助言① 見方・考え方を働かせる問いの設定 

【本単元で働かせたい 
見方・考え方】 

空間的相互依存作用 

【見方・考え方を働かせる問いの例】 

この地域でその課題が起こっている要因
について国と国同士の結び付きに注目し
て考えよう。 

地域 
この地域でその課題が生じている理由に
ついて、地域の変容に注目して考えよう。 

地球的課題と地域的特色を関連
付けて多面的・多角的に考察す
る。 【思考力・判断力・表現力等】 

地球的課題と地域的特色の関係
の理解を深める。 【知識】 

【身に付けさせたい資質・能力】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イギリスの EU 脱退を取り上げ、脱退を決定するに至った経緯を複数の資料から

考察することを通して、単元を貫く課題を設定することにつなげていく。 

本時のねらい 

 

 ・（単元を貫く課題との関係から）本時の問いは適切か。 

・（授業について）生徒が自ら考えたくなる工夫があったか。 

参観の視点 

＊単元の問題を自分たちで見つけ出し、その課題解決に向けてこれからの活動の計画を立てることができる。 本時の目標 

授業研究会  令和２年１１月１７日（火） 
  

 

「自分事」ではなく「当事者」として思考する公民の育成 

「自分事」を過度に重視する学習 
→社会的問題と自分との関わりしか考えられず、視野が狭く
なるおそれがある。 

 
 
         

 

講師の井上昌善先生からの助言② 

「当事者」として思考する公民の育成 

＝「当事者性」の育成 

単に個人的な利益だけではなく様々な立場の人々の状況
を考える学習活動の実施 

 

・資料は多かったが、生徒は効果的に活用できていた。 
・根拠を示しながら表現できていた。 
・予想を立て、それを共有するという流れができていた。 
・ EU 加盟のメリット、デメリットの根拠が薄かった。メリット
を明確にした上で、イギリスが脱退した理由を考えさせ
れば、デメリットの面がより浮かび上がってきたのではな
いか。 
・デメリットの資料の提供が多かったようなので、生徒がメ
リット、デメリットのどちらからでも考えられるように、資料
の提供に工夫があるとよかったと思う。 
・授業者が多くの資料を提供していたが、資料は教科書資
料ではいけなかったのか。 

研究協議より 

学習指導要領を読み込み、
その内容をどれだけ授業づくり
に具体化できるのかということ
を考えたり学んだりするよい機
会となった。 
生徒の言葉をつなぎながら、

授業を展開することがまだ上手
くできないなど未熟な点もある
ので、今後も教科の専門性を高
めるために自己研鑽を継続して
いきたい。 

授業者より 


